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四
六

「
犬
」
を

読
む
た
め

に

堀
　
　
部

功
　
　
夫

本
文

　
中
勘
助
「
犬
」
の
文
献
的
成
立
過
程
を
ご
く
簡
便
に
表
示
す
る
こ
と
か
ら
始

め
よ
う
。
従
来
は
、
単
行
本
所
収
本
文
末
の
記
述
の
み
を
見
て
、
初
出
に
あ
た

り
確
か
め
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
た
め
か
、
大
正
１
２
年
作
と
す
る
記
述
が
多
か

〔
注
〕
っ
た
。
こ
れ
で
は
余
り
に
無
造
作
だ
ろ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

○
大
正
１
０
年
ｕ
月
　
　
　
　
第
一
稿
、
洋
罫
紙
に
執
筆
中
。

○
大
正
１
０
年
１
２
月
２
６
目
　
　
第
二
稿
、
原
稿
紙
に
着
手
か
。

○
大
正
ｕ
年
３
月
２
目
？
　
右
へ
鋭
筆
で
手
入
れ
１
１
第
三
稿
、
了
。

○
大
正
ｕ
年
３
月
８
目
　
　
右
を
訂
正
浄
書
１
１
第
四
稿
、
脱
稿
。

○
〔
こ
の
間
　
　
　
　
　
　
『
思
想
』
編
輯
者
が
若
干
字
句
を
削
除
。
〕

○
大
正
ｕ
年
４
月
－
目
付
刊
『
思
想
』
第
七
号
に
発
表
。
初
出
で
あ
る
。

○
大
正
１
２
年
７
月
４
目
　
　
改
訂
本
文
、
脱
稿
。

○
大
正
１
３
年
５
月
１
０
目
付
刊
単
行
本
『
犬
』
に
収
録
。

○
こ
の
間
　
　
　
　
　
　
読
む
度
に
手
入
れ
。

○
昭
和
３
６
年
－
月
３
０
目
付
刊
『
中
勘
助
全
集
』
第
二
巻
に
収
録
。

　
こ
の
う
ち
、
私
の
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

Ａ
　
初
出

Ｂ
　
単
行
本
所
収

Ｃ
　
全
集
所
収

　
の
各
本
文
で
あ
る
。

　
Ａ
は
、
本
文
掲
載
に
先
だ
っ
て
『
思
想
』
編
輯
者
に
よ
る
く
「
犬
」
の
作
者

、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

中
勘
助
氏
は
「
提
婆
達
多
」
及
び
「
銀
の
匙
」
の
作
者
那
珂
氏
と
同
一
人
で
あ

る
。
近
来
他
に
「
那
珂
」
と
称
し
て
物
を
書
い
て
ゐ
る
人
と
の
混
同
を
避
く
る

た
め
、
氏
は
今
後
そ
の
実
名
を
署
す
る
こ
と
に
し
た
。
　
〔
改
行
〕
氏
が
そ
の
寡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

作
に
拘
は
ら
ず
、
現
代
目
本
の
極
め
て
少
数
な
優
れ
た
る
芸
術
家
の
一
人
で
あ

る
こ
と
は
、
右
に
挙
げ
た
三
っ
の
創
作
に
ょ
っ
て
充
分
示
さ
れ
て
ゐ
る
と
思

ふ
。
Ｖ
と
の
囲
み
記
事
が
あ
り
、
ま
た
本
文
題
下
に
く
（
未
定
稿
）
Ｖ
と
付
す
。



　
Ｂ
は
、
Ａ
の
改
訂
本
文
で
あ
る
。
そ
の
改
訂
部
分
は
、
推
敵
に
よ
る
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、
一
番
口
立
っ
の
は
対
警
視
庁
的
配
慮
よ
り
す
る
伏
字
の
多
用
で
あ

る
。　

Ｃ
は
、
Ｂ
を
勘
案
し
っ
つ
Ａ
を
再
訂
し
た
本
文
か
。
Ｃ
の
く
あ
と
が
き
Ｖ
は

本
作
を
読
ん
で
い
く
う
え
で
参
考
と
な
る
。
　
「
犬
」
に
つ
い
て
は

　
　
　
「
提
婆
達
多
」
の
の
ち
頭
の
中
で
派
沌
と
し
て
た
も
の
が
仏
教
辞
典
で
偶

　
　
　
　
　
　
　
　
き
ぎ
ゃ
う

　
　
然
目
に
触
れ
た
鬼
形
の
挿
画
と
、
そ
れ
か
ら
知
っ
た
ビ
ダ
ラ
法
と
い
ふ
呪

　
　
法
が
触
媒
的
に
活
い
て
一
遍
に
纏
っ
た
。
　
「
思
想
」
に
出
し
た
た
め
岩
波

　
　
が
警
視
庁
へ
呼
ば
れ
た
け
れ
ど
陳
弁
こ
れ
努
め
た
お
蔭
で
私
も
無
事
に
す

　
　
ん
だ
。
そ
の
と
き
朱
線
を
ひ
か
れ
た
個
処
は
こ
の
本
で
も
全
部
省
い
て
あ

　
　
る
。
警
視
庁
は
ど
う
や
ら
無
事
に
す
ん
だ
も
の
の
私
の
周
囲
や
世
問
は
さ

　
　
う
は
い
か
た
か
つ
た
。
作
者
の
本
意
が
わ
か
ら
な
い
人
び
と
の
軽
蔑
や
、

　
　
嫌
悪
や
、
邪
推
や
、
慣
慨
や
、
大
変
だ
つ
た
。
し
か
し
二
の
人
騒
が
せ
な

　
　
作
品
は
自
分
で
は
よ
く
出
来
た
と
思
つ
て
ゐ
る
。

　
と
述
べ
、
Ｃ
に
も
、
外
圧
に
よ
る
省
略
部
分
が
そ
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
こ

と
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
以
下
の
木
考
に
引
用
す
る
「
犬
」
の
本
文
と
し

て
は
、
Ａ
を
採
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
「
犬
」
本
文
に
限
ら
ず
、
引
用
文
の
字

体
は
厳
密
で
な
い
。

　
〔
注
〕
　
「
犬
」
大
正
１
２
年
作
と
す
る
も
の
は

　
○
水
沢
夏
彦
〔
本
考
文
末
掲
載
文
献
１
〕
弘
ｍ

　
　
　
　
　
　
「
犬
」
を
読
む
た
め
に

○
斉
藤
昌
一
二
〔
本
考
文
末
掲
載
文
献
３
〕
Ｐ
３
７

０
『
現
代
目
本
文
学
全
集
７
５
』
〔
筑
摩
書
房
、
昭
３
１
・
６
・
２
５
〕
の
渡
辺
外
喜
三
郎
編
一
．

　
中
働
助
年
譜
」
叫
脱

○
翻
多
騨
編
『
中
学
生
文
学
全
害
一
一
新
紀
一
兀
仕
嬰
…
３
・
一
の
「
一
中
勘

　
助
〕
年
譜
」
レ
醐

○
吉
田
精
一
編
『
日
本
文
学
鑑
賞
辞
典
近
代
編
』
〔
東
京
常
出
版
、
昭
３
５
・
６
・
３
０
、

　
管
見
本
は
後
刷
〕
の
熊
坂
敦
子
「
銀
の
匙
」
項
末
叫
洲

　
木
俣
修

○
川
副
国
基
編
集
『
人
と
作
品
現
代
文
学
講
座
５
』
〔
明
治
書
院
、
昭
３
５
・
１
２
・
１
０
〕
の

　
長
谷
川
泉

　
熊
坂
敦
子
「
中
勘
助
」
弘
…

○
藤
原
久
八
〔
本
考
文
末
掲
載
文
献
５
〕
レ
附

○
谷
崎
潤
一
郎
〔
他
６
名
〕
編
集
『
日
本
の
文
学
１
６
』
〔
中
央
公
論
杜
、
昭
以
・
９
・

　
５
〕
の
浅
井
清
「
中
勘
助
」
年
譜
叫
鵬

　
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
た
風
潮
の
た
か
で
、
正
し
く
初
出
を
報
告
し
た
功
は
鉾
立

春
佳
に
あ
り
、
成
立
時
の
中
勘
助
書
簡
を
紹
介
し
た
労
は
渡
辺
外
喜
三
郎
に
あ
る
。

　
　
　
二
　
出
典
若
干

）１‘

　
有
名
な
ガ
ー
ズ
ニ
ー
の
サ
ル
タ
ソ
・
マ
ー
ム
ー
ド
は
印
度
の
偶
像
教

徒
を
迫
害
し
、
そ
の
財
宝
を
掠
略
す
る
こ
と
を
も
つ
て
畢
生
の
事
業
と

し
て
、
紀
元
一
〇
〇
〇
年
か
ら
一
〇
二
六
年
の
あ
ひ
だ
に
す
く
た
く
と

も
十
六
七
回
の
印
度
侵
入
を
企
て
た
。
い
つ
も
十
月
に
首
都
を
発
し
て

三
ケ
月
の
不
擁
の
進
軍
を
っ
£
け
た
の
ち
内
地
の
最
窟
裕
な
地
方
に
達

す
る
慣
ひ
で
あ
つ
た
が
、
　
〔
略
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
叫
１
〕

「
犬
」

の
所
拠
資
料
な
ど
こ
れ
ま
で
全
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
げ
れ
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



「
犬
」
を
読
む
た
め
に

こ
の
書
き
出
し
は
、
■
苧
ｏ
ｏ
昌
岸
巨
向
ミ
サ
曽
冬
ミ
ミ
ぎ
～
ミ
に
拠
る
部

分
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ｃ
ｏ
昌
－
艘
の
同
書
は
『
提
婆
達
多
』
の
参
考
書
の

一
つ
で
、
中
が
目
を
通
し
て
い
た
の
は
ほ
父
確
実
で
あ
る
。
ｏ
ｏ
中
＆
・
（
Ｏ
尊
◎
ａ

暮
尋
¢
易
－
ｑ
肩
易
９
岩
旨
）
の
管
見
本
を
引
用
し
、
　
「
犬
」
書
き
出
し
に
生

か
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
思
え
る
部
分
に
下
線
を
引
く
。
　
　
　
　
、

　
　
　
ま
婁
§
具
く
冨
着
忌
５
プ
Ｐ
Ｐ
訂
Ｓ
。
。
９
８
＆
＆
耳
プ
赤
・
・
◎
箏

　
　
射
＆
着
笛
河
奉
ぎ
ざ
寿
｝
尉
ｏ
。
ま
篶
ざ
◎
署
◎
９
晶
亭
¢
｛
◎
『
¢
侍
■

　
　
ぎ
く
邑
雪
．
声
宥
事
｝
§
易
－
斗
０
Ｈ
（
芦
ｏ
．
８
べ
）
亭
ｏ
９
◎
考
■
◎
｛

　
　
Ｃ
Ｏ
ま
賞
ぎ
碕
旨
ｑ
易
０
９
箒
♀
”
饒
異
Ｐ
Ｏ
Ｏ
ぎ
斗
巨
蒜
ミ
肖
◎
｛
Ｐ
宥
Ｏ
鼻
９

　
　
ざ
｝
オ
ｏ
・
８
二
ぎ
す
冒
◎
易
ｏ
ｏ
■
一
ｓ
■
峯
註
昌
星
一
ミ
ぎ
昌
邑
¢
岸
け
｝
¢

げ
易
ぎ
８
ｏ
ｏ
◎
｛
巨
ｏ
ｏ
－
守
８
｝
”
買
｝
亭
¢
竃
◎
一
ｇ
ｏ
易
◎
｛
巨
｛
－
ｐ
凹
■
｛

ｓ
『
ｑ
◎
萬

芽
９
『
肩
◎
罵
『
｛
ざ
○
｝
竃
■
Ｈ
．

｝
ｏ

オ
８
昌
り
鼻
ｏ
ｐ
ざ

ま
き
冒
邑
Ｏ
昌
－
易
の
穿
彗
８
く
Ｓ
箒
９
¢
老
＆
ま
◎
易
ミ
◎
Ｈ
邑
声

｝
事
易
｝
げ
ｏ
■
ｇ
◎
昌
１

ざ
－
ｏ
｝
く
ｏ

｝
尉
　
ｏ
”
Ｏ
旨
”
－
－
■
Ｏ
ｏ
↓
◎
ず
ｏ
■

ｐ
箏
ｐ

↓
｝
ｏ
■
↓
｝
Ｈ
０
¢

昌
◎
箏
艘
ｏ
ｏ
，
ｇ
＄
ｐ
｝

昌
彗
Ｏ
巨
箏
胴
耳
◎
■
０
９
罧

巨
昌
ぎ
８

↓
｝
¢
ユ
ｏ
｝
¢
ｇ
ｏ
『
◎
く
－
箏
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

◎
｛
乎
ｏ
巨
蒜
ユ
暮
．
〔
ｐ
ｏ
ｏ
◎
。
甲
ｏ
ｏ
◎
。
ｇ
ｏ
〕

　
右
の
推
測
の
ご
と
く
な
ら
ば
、
中
は
「
犬
」
の
時
代
背
景
的
記
述
を
歴
史
書

の
借
用
で
済
ま
せ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
て
ん
『
提
婆
達
多
』
執
筆
時
く
参
考

書
は
相
当
読
ん
だ
け
れ
ど
目
的
は
小
説
で
歴
史
で
は
な
い
の
だ
か
ら
結
局
自
由

な
態
度
を
と
っ
た
Ｖ
（
『
中
勘
助
全
集
』
第
二
巻
あ
と
が
き
）
姿
勢
に
通
い
あ

う
。
　
「
犬
」

も
い
え
よ
う

に
お
い
て

◎

四
八

”
時
代
“
は
そ
れ
ほ
ど
重
役
を
に
な
っ
て
い
な
い
、

と

２

　
〔
マ
ー
ム
ー
ド
軍
の
青
年
隊
長
ヂ
ェ
ラ
ル
が
イ
ソ
ド
の
娘
を
凌
屠
し

た
。
娘
は
こ
の
異
国
の
青
年
を
憎
め
ず
、
か
え
っ
て
慕
う
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
娘
を
み
て
欲
情
に
か
ら
れ
た
老
醜
の
苦
行
僧
が
、
起
戸
鬼
を

ヂ
エ
ラ
ル
方
に
派
遣
す
る
。
〕
彼
は
立
ち
あ
が
つ
て
入
口
の
は
う
へ
歩

み
寄
っ
た
。
そ
し
て
鎖
し
の
紐
を
ほ
ど
い
て
顔
を
胞
す
や
否
や

「
あ
つ
」

と
い
つ
て
と
び
の
い
た
。
と
、
解
き
放
た
れ
た
入
口
か
ら
ぬ
う
つ
と
変

た
も
の
が
は
ひ
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
確
に
人
問
の
形
は
し
て
ゐ
る
が
素

裸
で
、
全
身
紫
色
に
う
だ
腫
れ
て
、
む
っ
と
す
る
い
や
た
臭
ひ
が
す
る
。

そ
し
て
つ
ぶ
つ
た
目
か
ら
汁
が
流
れ
だ
し
て
ゐ
る
。
腐
れ
か
二
つ
た
屍

骸
な
ら
戦
場
で
見
飽
き
て
ゐ
る
が
こ
れ
は
生
き
て
歩
い
て
ゐ
る
。
〔
略
〕

手
に
は
研
ぎ
す
ま
し
た
小
刀
を
握
っ
て
ゐ
る
。
ヂ
ェ
ラ
ル
は
覚
え
ず
身

を
ひ
い
た
。
一
略
一
そ
し
て
ヂ
一
ラ
ル
が
刀
を
ぬ
か
う
く
と
あ
せ
つ

て
る
う
ち
に
相
手
は
突
然
痙
撃
的
に
右
手
を
あ
げ
て
小
刀
を
ぐ
さ
と
彼

の
胸
に
突
き
さ
し
た
。
ヂ
ュ
ラ
ル
は
ど
う
と
倒
れ
た
。
そ
の
う
へ
上
折

重
っ
て
化
物
の
屍
骸
が
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
以
２
６
～
２
７
〕

　
こ
の
屍
骸
を
活
動
さ
せ
る
呪
法
１
ー
ピ
ダ
ラ
法
の
知
識
を
、
中
は
挿
画
入
り
の

仏
教
辞
典
か
ら
得
た
と
い
う
（
前
掲
あ
と
が
き
）
。
中
が
用
い
た
仏
教
辞
典
と
は

い
か
な
る
刊
本
で
あ
っ
た
か
。



　
私
は
、
そ
れ
を
織
田
得
能
著
『
仏
教
大
辞
典
』
　
〔
大
倉
書
店
、
大
６
・
１
・

５
〕
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
　
”
仏
教
辞
典
。
を
い
ま
近
代
刊
・
国
書
に
限

定
し
て
調
査
す
れ
ば
管
見
分
次
の
通
り
と
な
り
、
挿
画
の
有
る
も
の
に
つ
い
て

ビ
ダ
ラ
関
連
項
を
引
い
て
み
た
の
で
あ
る
。

・
鰍
灘
校
閲
・
児
島
碩
鳳
轟
一
仏
教
字
典
一
一
白
雲
精
食
袈
・
・

・
２
０
、
管
見
本
は
後
版
〕
は
挿
画
全
く
無
し
、
で
間
題
外
。

○
若
原
敬
経
編
述
『
仏
教
い
ろ
は
字
典
』
四
冊
〔
其
中
堂
書
店
、
明
３
０
・
１
・

５
、
刊
年
は
第
四
巻
に
よ
る
一
。
ｗ
四
叫
５
５
〈
吉
庶
Ｖ
項
に
く
又
吉
遮
と
言
ひ
、

正
に
は
詑
粟
著
と
言
ふ
「
所
作
」
と
訳
す
Ｖ
と
し
て
『
法
華
経
』
を
引
く
。
ｗ

四
レ
一
…
〈
遮
文
茶
Ｖ
項
は
『
翻
訳
名
義
集
』
を
引
く
の
み
。
ｒ
四
”
洲
く
毘
陀

羅
Ｖ
項
は
く
章
陀
羅
に
同
じ
Ｖ
と
し
て
『
法
華
経
』
を
引
く
。
ｒ
三
叫
２
１
〈
葦

陀
Ｖ
項
中
に
章
陀
羅
く
と
も
青
へ
り
Ｖ
と
。
い
ず
れ
の
項
も
不
得
要
領
で
挿
画

を
欠
く
。
〈
起
ロ
ゾ
鬼
Ｖ
〈
迷
祖
羅
Ｖ
は
項
無
し
。

○
藤
井
円
順
編
輯
一
鋸
鰹
議
梵
語
字
典
一
一
哲
学
館
大
学
、
明
銚
・
ｕ

・
５
〕
は
挿
画
全
く
無
し
。

○
望
月
信
亨
・
荻
原
雲
来
・
加
藤
玄
智
・
鈴
木
暢
幸
編
輯
『
仏
教
大
辞
典
』
第

一
巻
〔
ア
～
キ
ソ
フ
、
武
揚
堂
書
店
、
明
４
２
・
３
・
２
３
〕
に
く
キ
シ
キ
Ｖ
〈
キ

チ
シ
ヤ
Ｖ
項
無
し
。
望
月
信
亨
著
作
と
な
る
同
書
第
二
巻
〔
キ
ソ
ラ
～
コ
イ
ソ
、

明
４
４
・
９
・
２
４
〕
第
三
巻
〔
コ
イ
ソ
～
サ
ク
、
大
５
・
１
２
・
８
〕
に
は
関
連
項

未
発
見
。

　
　
　
　
　
　
「
犬
」
を
読
む
た
め
に

○
浩
々
洞
編
纂
『
仏
教
辞
典
』
〔
無
我
山
房
、
明
４
２
・
９
・
１
０
、
管
見
本
は
後

版
〕
は
挿
画
全
く
無
し
。

○
藤
井
宣
正
著
『
仏
教
辞
林
』
〔
明
治
書
院
、
大
１
・
ｕ
・
３
０
〕
に
は
く
き
し
き
Ｖ

〈
き
ち
し
や
Ｖ
〈
し
や
も
ん
だ
Ｖ
〈
び
だ
ら
Ｖ
〈
め
い
た
ら
Ｖ
〈
ゐ
だ
ら
Ｖ
項

無
し
。

○
仏
教
大
学
編
纂
『
仏
教
大
辞
彙
』
第
一
巻
〔
ア
～
コ
、
冨
山
房
、
大
３
・
６

・
２
１
〕
に
は
く
キ
シ
キ
Ｖ
〈
キ
チ
シ
ヤ
〉
項
無
し
。
第
二
巻
〔
サ
～
セ
、
大
５

・
１
２
・
２
３
〕
以
伽
く
シ
ヤ
モ
ソ
ダ
Ｖ
項
は
く
烙
摩
天
の
替
属
た
る
七
母
の
上
首

な
り
。
胎
蔵
界
曼
茶
羅
の
外
金
剛
部
院
西
方
に
列
せ
り
。
赤
黒
色
猪
頭
に
し
て

冠
を
戴
き
、
右
手
に
器
皿
を
持
し
、
左
手
を
挙
に
１
し
て
腰
に
当
て
、
延
の
上
に

埜
す
Ｖ
と
説
明
す
る
が
、
挿
画
を
欠
く
。

○
荻
原
雲
来
著
一
灘
仏
教
辞
典
一
一
丙
午
出
笑
大
・
…
ｕ
一
は
挿

画
全
く
無
し
。

・
柳
亮
三
郎
一
簿
欝
螺
対
校
一
一
出
版
姦
森
一
轟
画
全
く
無
し
。

　
右
の
経
緯
で
、
織
田
得
能
以
外
の
”
仏
教
辞
典
〃
を
度
外
視
す
る
。
さ
て
織

田
の
辞
典
に
つ
い
て
み
る
と
、
ま
ず
レ
…
〈
シ
ャ
モ
ソ
ダ
Ｖ
項
に
猪
頭
人
身
の

く
遮
文
茶
の
図
Ｖ
を
載
せ
く
悪
鬼
の
名
。
夜
叉
趣
な
り
、
即
ち
起
戸
鬼
な
り
Ｖ

と
説
明
、
『
演
密
抄
五
』
・
『
法
華
文
句
十
』
を
引
き
く
「
キ
シ
キ
」
を
見
よ
Ｖ
と

指
示
。
そ
れ
で
叫
洲
く
キ
シ
キ
Ｖ
を
み
る
と
く
毘
陀
羅
法
に
用
る
鬼
の
名
Ｖ
と

説
明
、
　
『
菩
薩
戒
疏
与
成
註
中
』
・
『
文
句
十
下
』
を
引
き
く
「
ビ
タ
ラ
」
「
キ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



　
　
　
　
　
　
「
犬
」
を
読
む
た
め
に

シ
ヤ
」
を
見
よ
Ｖ
と
ま
た
指
示
。
こ
う
し
て
以
４
８
を
開
け
る
と

　
　
ビ
ダ
ラ
毘
陀
羅
〔
異
類
〕
又
、
迷
恒
羅
に
作
る
。
西
土
に
呪
法
あ
り
、
死

　
　
屍
を
起
た
し
め
去
て
人
を
殺
さ
し
む
之
を
毘
陀
羅
法
と
名
く
。
　
〔
十
謂
律

　
　
二
〕
に
「
有
二
比
丘
一
。
以
二
二
十
九
目
↓
求
二
全
身
死
人
↓
召
レ
鬼
呪
１
戸
令
！

　
　
起
。
水
洗
著
レ
衣
著
二
刀
手
中
↓
若
心
念
口
説
。
我
為
レ
某
故
作
二
砒
陀
羅
↓

　
　
即
謂
二
呪
術
↓
是
名
二
砒
陀
羅
成
↓
若
所
レ
欲
レ
殺
人
。
或
入
二
禅
定
↓
或
入
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
バ

　
　
滅
尽
定
↓
或
入
二
慈
心
三
味
↓
若
有
二
大
力
呪
師
護
念
救
解
イ
若
有
二
大
力

　
　
天
神
守
護
↓
則
不
。
能
レ
害
。
是
作
レ
呪
比
丘
。
先
弁
二
一
羊
↓
若
得
二
芭
蕉

　
　
樹
↓
若
不
１
得
！
殺
二
前
人
一
者
。
当
殺
二
是
羊
一
若
殺
二
是
樹
↓
如
是
作
者
善
。

　
　
若
不
嚢
還
殺
一
是
比
岳
是
轟
陀
羅
一
一
簾
騒
醗
一
梵
網
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ

　
　
下
〕
に
「
叩
几
殺
謂
砒
陀
羅
等
。
」
〔
同
与
成
ノ
疏
註
中
〕
に
「
砒
陀
羅
者
西

　
　
土
有
二
児
法
イ
叩
几
二
死
屍
一
令
レ
起
。
謂
使
二
鬼
去
殺
？
人
。
」
〔
鼻
奈
耶
一
〕
に

　
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
　
０
　
　
０

　
　
「
輯
陀
路
婆
。
鬼
著
レ
戸
也
。
使
二
起
殺
ヲ
人
。
」
〔
慧
琳
意
義
三
十
五
〕
に

　
　
　
◎
　
　
◎
　
　
０

　
　
「
迷
恒
羅
。
唐
言
二
起
屍
鬼
一
也
。
」
案
に
毘
陀
羅
は
起
屍
鬼
の
名
た
り
、

　
　
法
衆
経
陀
羅
尼
品
に
章
陀
騒
と
云
ひ
、
灌
頂
経
に
弥
栗
頭
葦
陀
羅
と
云
ふ

　
　
是
な
り
。
．
梵
く
ｏ
颪
５

　
の
項
に
至
る
。
な
お
、
同
書
レ
湖
に
く
キ
チ
シ
ヤ
Ｖ
・
レ
閉
に
く
メ
イ
タ

ラ
Ｖ
．
叫
蝸
に
く
ヰ
ダ
ラ
Ｖ
の
各
項
も
あ
る
が
省
略
す
る
。

　
中
が
ビ
ダ
ラ
を
知
る
契
機
を
シ
ヤ
モ
ソ
ダ
の
図
と
推
測
し
た
。
こ
の
猪
頭
人

身
の
図
は
、
以
下
、
人
が
犬
に
な
る
伝
奇
へ
の
自
然
な
導
入
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

ち
な
み
信
ダ
ラ
に
つ
い
ミ
〃
祉
断
叫
嘗
鬼
二
十
五
話
一
一
平

凡
杜
、
昭
５
３
・
１
・
２
７
、
東
洋
文
庫
洲
〕
解
説
叫
洲
～
洲
が
啓
蒙
的
。
い
ま
は

ビ
ダ
ラ
の
俳
何
す
る
時
空
が
く
神
々
（
特
に
イ
ソ
ド
ラ
）
や
苦
行
者
及
び
バ
ラ

モ
ソ
は
、
屡
々
、
人
間
や
天
人
を
呪
っ
て
、
そ
の
姿
を
動
物
、
植
物
な
ど
に
変

容
さ
せ
る
Ｖ
（
同
書
叫
３
９
訳
註
）
世
界
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
す
れ
ば
足
り
よ
う
。

　
〔
補
〕
　
そ
の
他
に
、
「
犬
」
は

　
○
〈
仏
教
説
話
系
統
の
作
品
Ｖ
（
伊
藤
整
『
現
代
日
本
小
説
大
系
１
７
』
〔
河
出
書
房
、

　
昭
２
６
・
ｕ
・
１
５
〕
の
「
解
説
」
）

　
○
〈
お
そ
ら
く
仏
典
か
ら
材
を
取
っ
た
ら
し
い
こ
の
怪
奇
講
Ｖ
（
杉
森
久
英
・
本
考
文

　
末
掲
載
文
献
２
）

　
○
〈
仏
典
か
ら
取
材
し
た
も
の
Ｖ
（
斉
藤
昌
三
・
本
考
文
末
掲
載
文
献
３
）

　
　
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
〈
仏
典
Ｖ
に
つ
い
て
本
文
に
ふ
れ
た
以
外
は
未
だ
見
当
が
っ

　
　
か
な
い
。

　
　
　
　
三
　
「
つ
む
じ
ま
が
り
」
と
の
関
連
か
ら

　
二
で
「
犬
」
の
出
典
調
査
管
見
分
を
報
告
し
た
が
、
中
自
身
の
旧
作
に
も

”
出
典
〃
が
な
い
わ
げ
で
は
な
い
。

　
と
い
っ
て
、
恋
愛
・
結
婚
・
愛
情
に
関
す
る
中
の
言
葉
は
す
で
に
渡
辺
外
喜

三
郎
が
丁
寧
に
列
挙
し
て
お
り
、
人
間
の
醜
悪
を
扱
っ
た
『
提
婆
達
多
』
と
の

つ
な
が
り
も
従
前
に
指
摘
が
あ
る
。
こ
上
で
は
今
迄
注
意
さ
れ
な
か
っ
た
「
つ

む
じ
ま
が
り
」
〔
「
銀
の
匙
」
改
訂
本
文
の
後
半
〕
と
の
関
連
に
絞
っ
て
み
る
。



３（

　
□
娘
を
わ
が
も
の
に
し
た
僧
は
、
娘
を
独
占
す
る
た
め
に
、
呪
法
を

用
い
て
白
分
と
娘
と
を
犬
の
姿
に
変
え
て
し
ま
う
。
こ
の
境
涯
か
ら
娘

は
逃
亡
を
試
み
る
。
〕
彼
女
は
息
を
こ
ろ
し
て
そ
つ
と
身
を
起
し
た
。

そ
し
て
忍
び
足
に
、
僧
犬
の
目
ざ
と
い
動
物
の
眠
り
を
さ
ま
す
こ
と
な

し
に
首
尾
よ
く
住
み
か
を
ぬ
け
だ
し
た
。
外
は
ま
だ
暗
か
つ
た
。
彼
女

は
今
こ
そ
天
恵
と
な
っ
た
鋭
敏
な
犬
の
感
官
を
極
度
に
働
か
せ
て
出
来

る
だ
け
速
く
ク
サ
カ
の
は
う
へ
か
げ
だ
し
た
。
彼
女
は
あ
せ
り
に
あ
せ

つ
た
け
れ
ど
路
の
わ
か
れ
た
と
こ
ろ
へ
く
る
と
間
違
な
く
方
面
を
き
め

る
た
め
に
暫
く
は
蟻
賭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
女
は
気
が
気

で
な
か
っ
た
。
僧
犬
が
目
を
さ
ま
す
ま
で
に
せ
め
て
あ
の
川
を
越
し
て

し
ま
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
追
ひ
っ
か
れ
ぬ
う
ち
に
、
早
く
早
く
。
彼
女
は

ひ
た
走
り
に
走
つ
た
。
幸
に
道
も
問
違
は
ず
、
夜
の
し
ら
く
と
あ
け

る
頃
川
岸
へ
っ
い
た
。
彼
女
は
そ
こ
で
す
こ
し
息
を
っ
か
ね
ぱ
な
ら
な

か
つ
た
。
そ
し
て
汀
か
ら
頸
を
の
ぱ
し
て
水
を
の
ま
う
と
し
た
。
そ
の

時
彼
女
は
後
ろ
の
は
う
に
ぼ
た
く
と
い
ふ
足
音
と
は
げ
し
い
息
づ
か

ひ
を
き
い
た
。

「
も
う
だ
め
だ
」

と
彼
女
は
思
つ
た
。

「
く
や
し
い
。
く
や
し
い
。
私
は
逃
げ
そ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
以
５
１
〕

　
こ
の
脱
出
行
は
、
私
に
す
ぐ
「
っ
む
じ
ま
が
り
」

歴
談
の
一
節
を
思
い
出
さ
せ
る
。

　
　
　
　
　
「
犬
」
を
読
む
た
め
に

の
く
ば
あ
や
Ｖ
が
語
る
経

　
〔
略
〕
ぱ
あ
や
は
そ
の
男
〔
夫
〕
が
嫌
で
嫌
で
な
ら
ず
ど
う
ぞ
し
て
逃
げ

や
う
と
思
ひ
つ
二
も
終
に
逃
げ
お
ほ
せ
ず
に
幾
年
を
過
し
て
〔
略
〕
そ
の

後
ま
た
性
懲
り
も
な
く
女
を
連
れ
こ
ん
で
ば
あ
や
の
横
腹
を
突
い
た
の
を

当
身
を
く
は
し
て
殺
さ
う
と
す
る
の
だ
と
思
っ
て
家
を
逃
げ
出
し
そ
の
時

分
に
は
大
き
な
猪
な
ど
沢
山
ゐ
た
△
△
山
を
越
江
て
あ
る
寺
に
泊
め
て
も

ら
っ
た
が
も
う
そ
こ
迄
も
手
が
廻
っ
て
る
と
は
知
ら
ず
和
尚
に
巧
く
騎
さ

れ
て
も
と
来
た
道
を
帰
る
と
こ
ろ
を
ど
っ
こ
い
待
っ
た
と
爺
さ
ん
に
つ
か

　
ま
へ
ら
れ
ぢ
つ
と
か
£
ん
で
し
ま
つ
た
ら

　
「
こ
の
馬
鹿
め
帰
れ
く
」

と
い
つ
て
引
立
て
二
戻
つ
た
。
（
『
東
京
朝
目
』
、
大
４
・
５
・
２
４
）

〔
補
〕
　
恋
人
を
追
っ
て
川
岸
へ
た
ど
り
っ
き
、
そ
れ
か
ら
さ
き
の
か
な
わ
ぬ
場
面
に

「
生
写
朝
顔
目
記
」
の
か
げ
が
揺
曳
す
る
が
、
未
検
討
で
あ
る
。

４（
　
〔
娘
は
依
然
ヂ
ェ
ラ
ル
を
慕
い
っ
父
け
る
の
で
、
僧
犬
は
嫉
妬
に
苦

し
む
。
〕
「
わ
し
は
こ
ん
な
身
体
ぢ
や
。
さ
き
は
も
う
見
え
て
ゐ
る
。
わ

し
は
こ
の
ま
二
で
は
死
ん
で
も
死
に
き
れ
ぬ
」

　
そ
ん
な
こ
と
も
い
っ
た
。
実
際
彼
の
身
体
は
ひ
ど
く
弱
っ
て
き
た
。

全
身
の
悪
瘡
は
ま
す
く
烈
し
く
な
つ
た
。
彼
は
問
が
な
す
き
が
た
そ

れ
を
爪
と
歯
で
掻
き
む
し
っ
て
ゐ
る
。
そ
の
た
ん
び
に
ぱ
ら
く
と
毛

が
ぬ
げ
て
赤
肌
か
ら
血
膿
が
流
れ
る
。
燭
れ
目
の
う
へ
に
眉
毛
も
髭
も

な
く
な
り
、
肉
ぱ
か
り
の
尻
尾
が
ち
よ
ろ
り
と
垂
れ
て
、
見
る
も
い
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



　
　
　
「
犬
」
を
読
む
た
め
に

ら
し
い
姿
に
な
っ
た
。
彼
は
痒
さ
に
責
め
ら
れ
て
疲
れ
き
っ
た
時
の
ほ

か
は
お
ち
く
と
眠
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
気
力
春
力
も
衰
へ
は
て

二
今
は
た
父
猛
烈
な
獣
慾
ぱ
か
り
が
命
を
つ
な
い
で
ゐ
る
。
　
〔
叫
６
５
〕

　
こ
の
醜
態
も
、
　
「
つ
む
じ
ま
が
り
」
で
く
私
Ｖ
が
飼
っ
た
こ
と
の
あ
る
犬
の

病
状
を
髪
髭
と
さ
せ
る
。

　
　
　
そ
の
う
ち
冬
の
初
め
頃
ど
こ
か
で
腫
物
を
う
つ
二
て
来
た
の
が
次
第
に

　
　
体
ぢ
ゆ
う
に
ひ
ろ
が
っ
て
頭
か
ら
尾
の
先
ま
で
瘡
芙
落
ら
け
の
見
る
も
嫌

　
　
ら
し
い
赤
裸
の
犬
に
な
つ
て
し
ま
っ
た
が
自
分
の
姿
を
見
し
ら
ぬ
あ
は
れ

　
　
の
も
の
は
腹
が
へ
る
と
は
眉
毛
の
ぬ
げ
た
顔
に
媚
を
っ
く
り
毛
の
な
い
尻

　
　
尾
を
ち
よ
ろ
ち
よ
ろ
と
振
っ
て
せ
び
り
に
来
る
。
腹
が
よ
げ
れ
ば
日
向
を

　
　
よ
っ
て
ほ
と
く
と
寝
て
ゐ
る
が
目
の
醒
め
て
る
間
は
絶
江
ず
体
ち
ゆ
う

　
　
を
掻
き
む
し
る
た
め
腫
物
か
ら
は
血
膿
が
流
れ
後
足
の
掲
指
の
爪
が
ぶ
ら

　
　
く
に
窪
れ
て
し
ま
っ
た
。
彼
が
疲
れ
き
っ
て
寝
て
る
の
は
日
の
高
い

　
　
う
ち
で
朝
夕
は
あ
は
れ
に
ま
る
く
く
る
ま
っ
て
目
を
閉
ぢ
た
ま
二
ふ
る
へ

　
　
て
ゐ
る
し
夜
は
固
よ
り
夜
ど
ほ
し
眠
る
こ
と
も
出
来
ず
く
う
く
と
泣
声

　
　
を
出
し
て
ゐ
る
。
も
は
や
犬
の
仲
間
で
も
鼻
つ
つ
ま
み
に
な
つ
て
相
手
に

　
　
さ
れ
ぬ
ら
し
く
こ
な
い
だ
ま
で
仲
よ
く
遊
ん
だ
隣
の
犬
ま
で
が
傍
へ
よ
ら

　
　
う
と
す
る
と
歯
を
剥
き
だ
し
て
追
ひ
の
け
て
し
ま
ふ
。
　
（
『
東
京
朝
日
』
、

　
　
大
４
・
５
・
２
２
）

　
中
が
く
僧
犬
Ｖ
を
書
く
と
き
、
右
箇
所
か
実
際
の
情
景
か
を
思
い
浮
か
べ
て

五
二

い
た
と
推
定
す
る
。

　
た
父
し
、
　
「
つ
む
じ
ま
が
り
」
に
う
か
父
わ
れ
、
後
の
「
し
づ
か
な
流
」
で

く
病
み
ほ
う
け
て
常
よ
り
も
い
つ
そ
う
醜
く
な
っ
た
タ
ゴ
〔
飼
犬
〕
は
か
へ
っ

て
そ
れ
だ
げ
私
の
愛
情
を
深
く
さ
せ
た
Ｖ
と
明
記
さ
れ
る
、
犬
へ
の
愛
が
、

〈
僧
犬
Ｖ
に
対
し
て
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
嫌
忌
の
み
が
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は

く
僧
犬
Ｖ
が
専
ら
獣
欲
の
化
身
・
淫
乱
の
妖
物
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
。

　
〈
中
は
自
分
で
「
自
分
に
は
色
魔
的
要
素
が
あ
る
。
白
分
に
は
色
魔
に
堕
落

す
る
機
縁
は
十
分
に
あ
つ
た
」
と
い
ふ
や
う
た
意
味
を
語
つ
た
こ
と
も
あ
る
Ｖ

よ
し
（
安
倍
能
成
・
本
考
文
末
掲
載
文
献
８
）
。
色
魔
が
人
事
で
た
い
か
ら
、
懸

命
に
性
欲
を
抑
え
よ
う
と
し
、
嫌
忌
一
点
張
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
年

の
夢
で
蜘
蛛
男
と
で
く
わ
し
く
総
毛
立
つ
や
う
な
気
味
わ
る
さ
を
お
ぼ
え
た
Ｖ

あ
と
く
蜘
蛛
男
は
実
は
我
我
お
互
の
な
か
に
遍
在
し
て
ゐ
る
の
だ
と
〔
略
〕
知
る

と
同
時
に
だ
し
ぬ
げ
に
と
つ
っ
か
れ
は
し
な
い
か
と
い
ふ
不
気
味
さ
は
な
く
た

つ
た
が
、
そ
の
か
は
り
あ
の
い
や
ら
し
い
も
の
が
自
分
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
人

問
の
肉
、
骨
、
脈
管
、
毛
髪
の
先
ま
で
も
根
を
は
つ
て
宿
命
的
な
組
成
分
に
な
つ

て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
に
対
し
て
た
ま
ら
な
い
不
愉
快
を
感
じ
た
Ｖ
場
合
と
近
い
。

　
そ
れ
に
、
偽
善
へ
の
反
嬢
が
輪
を
か
げ
る
。
〈
婆
羅
門
の
権
威
と
清
僧
の

誉
Ｖ
〔
以
２
〕
を
も
っ
く
聖
者
Ｖ
が
己
の
飼
い
太
ら
せ
た
獣
欲
で
女
人
を
躁
賄
す

る
１
こ
の
破
倫
の
加
重
を
別
挟
す
る
た
め
、
い
き
お
い
描
写
も
露
悪
的
に
な
っ

た
の
だ
と
私
は
理
解
し
て
い
る
。



四
　
〃
犬
智
入
”

と
の
対
照
か
ら

５（

〔
恋
人
の
も
と
へ
行
こ
う
と
、
娘
は
再
度
逃
走
。
僧
犬
が
追
い
つ
く
。
〕

彼
は
さ
も
憎
さ
う
に
い
つ
た
。

「
こ
れ
、
血
迷
は
ず
と
よ
う
き
げ
よ
。
あ
の
男
は
死
ん
だ
ぞ
よ
」

「
え
」

婆
は
ぶ
る
く
と
し
た
。

〔
略
〕

「
え
、
で
は
ほ
ん
と
う
に
・
：
…
」

「
殺
し
た
が
ど
う
し
た
。
切
り
こ
ま
ざ
い
て
も
飽
き
足
ら
ぬ
わ
」

　
彼
女
は
ぐ
ら
く
と
し
た
。
凄
し
い
女
の
怒
に
燃
え
た
。
彼
女
は
矢

庭
に
と
び
か
二
つ
て
相
手
の
喉
く
び
と
思
ふ
と
こ
ろ
へ
ぐ
わ
つ
と
く
ひ

っ
い
た
。
僧
犬
は
不
意
を
襲
は
れ
て
仰
向
げ
に
倒
れ
た
。
彼
女
は
の
し

か
二
っ
て
し
つ
か
と
お
さ
へ
な
が
ら
死
物
狂
に
頭
を
ふ
っ
て
喉
笛
を
く

ひ
ち
ぎ
ら
う
と
し
た
。
そ
し
て
僧
犬
が
げ
え
く
と
か
す
れ
た
声
を
出

し
て
は
ね
か
へ
さ
う
く
と
も
が
く
の
を
ど
こ
ま
で
も
噛
み
ふ
せ
て
ゐ

た
。
僧
犬
は
と
う
く
息
が
と
ま
つ
た
。
ぐ
た
り
と
し
て
こ
ろ
が
つ

た
。
彼
女
は
血
み
ど
ろ
の
口
を
は
な
し
た
。
そ
し
て
恋
人
の
墓
石
に
身

を
す
り
っ
け
て
悲
鳴
を
あ
げ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
弘
６
９
～
７
１
〕

　
こ
の
よ
う
な
く
彼
Ｖ
の
末
路
は
古
伝
承
－
昔
話
”
犬
費
入
”

決
め
ら
れ
た
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
、
と
い
え
る
。

　
断
っ
て
お
く
が
、
作
品
と
古
伝
承
と
接
触
の
明
証
は
無
く
、

　
　
　
　
　
「
犬
」
を
読
む
た
め
に

に
て
ら
し
て
も

性
欲
・
嫉
妬
の

閉
魑
・
人
が
犬
に
な
る
変
身
な
ど
が
”
犬
智
入
〃
に
は
無
い
。
直
接
的
彰
響
関

係
は
多
分
に
否
定
的
だ
げ
れ
ど
、
た
父
”
犬
鐸
入
〃
と
の
対
照
に
ょ
り
白
ず
と

「
犬
」
の
世
界
が
際
立
っ
は
ず
だ
と
思
う
の
で
、
”
犬
知
耳
入
〃
を
採
録
し
た
延
宝

６
年
９
月
刊
『
御
伽
物
語
』
巻
二
第
七
「
七
人
の
子
の
中
も
女
に
心
ゆ
る
す
ま

し
き
事
」
よ
り
抄
引
す
る
〔
野
間
光
辰
校
、
古
典
文
庫
、
昭
２
７
・
１
２
・
１
５
に
拠

る
一
。
山
伏
に
聖
者
・
犬
に
ヂ
一
ラ
ル
を
そ
れ
ぐ
置
換
え
て
読
ん
で
ほ
し
い
。

　
　
　
〔
略
　
　
親
か
犬
に
娘
の
小
便
の
掃
除
を
す
れ
は
娘
の
夫
に
す
る
と
約

　
　
束
し
た
。
成
人
後
の
娘
の
縁
談
を
犬
が
妨
害
す
る
。
娘
は
犬
の
妻
に
な
っ

て
山
に
入
る
。
〕
あ
る
と
き
山
ぶ
し
有
て
此
山
を
よ
ぎ
る
。
な
ら
べ
し
軒

も
み
え
な
く
に
。
そ
の
す
が
た
や
さ
し
き
女
。
も
の
待
風
情
に
見
え
た
り
。

な
を
過
が
て
に
立
よ
り
。
い
か
に
お
こ
と
は
た
が
と
ふ
て
こ
の
山
に
は
住

給
ふ
と
い
ふ
。
女
わ
れ
に
も
夫
の
さ
ふ
ら
ひ
て
と
い
ふ
。
山
ふ
し
つ
く

く
聞
て
。
花
奮
ば
手
折
雪
な
ら
ぱ
っ
く
ね
ん
に
と
一
ふ
た
い
ふ
こ
と

葉
の
露
も
我
恋
ぐ
さ
に
を
き
余
り
か
き
み
だ
し
た
る
う
き
草
の
。
心
の
水

に
さ
そ
ひ
行
た
さ
け
の
淵
も
あ
さ
か
ら
で
。
ふ
か
き
ち
ぎ
り
も
む
す
び
た

く
思
ひ
げ
れ
ぱ
。
さ
て
其
か
た
ら
ひ
た
ま
ふ
は
い
づ
こ
に
て
い
か
た
る
人

ぞ
と
尋
れ
ば
。
い
は
で
も
と
お
も
ふ
が
ほ
に
。
は
づ
か
し
な
が
ら
犬
に
ち

ぎ
り
て
侍
る
と
い
ふ
。
さ
て
は
さ
う
か
と
さ
ら
ぬ
体
に
て
た
ち
立
。
こ
の

を
ん
な
い
ぬ
に
そ
は
す
べ
き
や
う
こ
そ
な
げ
れ
と
。
あ
る
所
に
待
ゐ
し
に
１
。

例
の
犬
み
え
た
り
。
さ
ら
ぱ
こ
れ
た
る
べ
し
こ
ろ
さ
ん
と
お
も
ひ
。
胴
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



　
　
　
　
　
「
犬
」
を
読
む
た
め
に

　
　
か
く
れ
て
待
ゐ
る
。
犬
更
に
し
ら
ず
。
は
か
り
す
ま
し
て
た
Ｎ
一
か
た
た

　
　
に
う
ち
こ
ろ
し
。
か
ら
は
土
に
埋
め
。
目
を
へ
て
か
し
こ
に
又
と
ふ
ら
ふ
。

　
　
女
れ
い
た
ら
ず
な
げ
く
。
空
し
ら
ず
し
て
何
を
か
な
し
ひ
給
ふ
ぞ
と
い
ふ
。

　
　
さ
れ
ぱ
圭
こ
れ
く
な
り
。
た
ふ
り
そ
め
に
た
ち
出
て
。
げ
ふ
吉

　
　
に
な
り
侍
り
。
行
ゑ
お
も
は
れ
候
そ
や
と
。
な
み
だ
と
と
も
に
か
た
る
。

　
　
さ
て
は
さ
や
う
に
候
か
。
猶
ゆ
く
身
よ
り
の
こ
り
し
御
身
の
い
か
が
な
り

　
　
給
は
ん
い
と
を
し
く
こ
そ
と
い
ふ
。
さ
て
し
も
く
や
む
か
い
も
な
し
。
我

　
　
い
ま
だ
定
ま
り
し
妻
も
な
し
。
き
た
り
給
は
１
さ
そ
ひ
ゆ
か
ん
と
い
ふ
。

　
　
を
ん
な
も
た
よ
り
な
き
身
な
れ
ぱ
。
そ
の
こ
二
ろ
に
ま
か
せ
て
。
な
が
く

　
　
そ
ひ
侍
り
。
と
し
の
矢
も
か
ず
た
ち
ゆ
け
ぱ
。
子
を
七
人
ま
で
ま
ふ
け
た

　
　
り
。
山
ぶ
し
あ
る
夜
か
た
ら
く
。
御
み
が
そ
ひ
し
白
犬
は
。
か
く
か
た
ら

　
　
ひ
た
き
ま
二
に
我
殺
し
侍
る
と
語
る
。
心
の
し
た
紐
う
ち
と
げ
し
は
は
か

　
　
な
く
ぞ
侍
る
。
を
ん
た
っ
ら
く
こ
れ
を
う
ら
み
。
っ
ゐ
に
や
ま
ぶ
し
を

　
　
こ
ろ
せ
り
と
た
り
。
故
に
こ
そ
女
に
は
心
ゆ
る
さ
ぬ
と
か
た
れ
り
。

　
　
〔
下
略
〕

福
田
晃
「
犬
葺
入
の
伝
承
」
　
〔
昭
５
０
・
６
『
昔
話
　
　
研
究
と
資
料
　
　
』

４
号
〕
の
整
理
を
利
用
し
て
、
　
「
犬
」
と
の
対
照
を
表
示
す
る
。

端展開結末

（
皿
）
女
と
犬
と
の
結
婚
。

ポ
ー
山
舳
州
刑
引
馴
刊
・
…
…

（
ｖ
）
山
伏
と
女
と
の
結
婚
。

．
～
レ
パ
～
む
｝
・
…
…
…

（
Ｍ
）
女
の
仇
討
。

（
ｗ
）
教
訓
。

　
　
　
　
　
　
五
四

す
淳
浪
濯
潅
淳
け
ド

　
聖
者
が
異
教
徒
を
殺
す
。

　
聖
者
は
僧
犬
と
な
っ
て
彼
女
を
妻

　
に
す
る
。

出
刈
削
釧
パ
ゼ
伽
ギ
£
恥
、
…

　
彼
女
は
僧
犬
を
殺
す
。

　
展
開
・
結
末
部
に
対
応
・
相
似
が
あ
る
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
「
犬
」
が
”
犬
葺
入
〃
と
反
対
に
、
前
夫
で
は
な
く
て

後
夫
の
方
を
犬
に
し
て
い
る
相
違
点
は
見
逃
が
せ
な
い
。
被
害
者
で
な
し
に
、

加
害
老
の
方
が
犬
、
と
い
う
顛
倒
に
、
前
述
し
た
犬
の
妖
物
へ
の
転
落
が
利
い

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
そ
の
犬
に
堕
ち
て
い
る
の
が
く
聖
者
Ｖ
で
あ
る
。
こ
二
に
く
聖

者
Ｙ
〈
僧
犬
ｖ
と
の
結
婚
生
活
の
票
く
し
さ
が
浮
上
す
る
。
ま
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
マ

〈
神
意
に
よ
つ
て
結
ぱ
れ
た
る
夫
婦
　
　
　
は
邪
教
徒
の
凌
屠
よ
り
も
蓬
に
醜

悪
、
残
酷
、
且
つ
狂
暴
で
あ
つ
た
。
Ｖ
〔
叫
４
７
、
初
出
の
み
〕

　
彼
女
の
運
命
を
損
っ
た
く
僧
犬
Ｖ
は
す
で
に
死
ん
だ
。
彼
女
の
く
こ
の
身
の

稜
れ
を
浄
め
、
今
一
度
も
と
の
姿
に
し
て
、
ど
う
ぞ
あ
の
人
の
そ
ば
へ
や
っ
て

く
だ
さ
い
Ｖ
と
い
う
祈
が
神
に
と
ど
き
、
人
間
に
か
え
っ
た
彼
女
が
く
奈
落
の



底
へ
堕
ち
て
い
Ｖ
く
〔
レ
７
１
〕
と
こ
ろ
で
、
「
犬
」
は
終
わ
る
。
”
犬
智
入
”

の
場
合
、
〈
女
に
は
心
ゆ
る
さ
ぬ
Ｖ
こ
と
と
い
う
一
片
の
教
訓
で
け
り
が
つ
い

　
〔
付
〕
　
「
犬
」
参
考
文
献

た
。
し
か
し
、
「
犬
」
で
は
、

ら
ち
あ
き

培
明
は
な
い
の
で
あ
る
。

性
欲
を
持
つ
人
問
の
つ
ら
さ
が
示
さ
れ
た
ま
二
、

番
号
一
署

名

題

名

年
・
月
・
目

掲
載
誌
（
出
版
杜
）

一
巻

号

１

水
沢
　
夏
彦
　
　
近
世
好
色
文
学
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
２
３
・
９
・
１
５
　
（
南
有
書
房
）

、
＝
ポ
ペ
．
駄
ヂ
乳
欺
ジ
～
：
肌
実
句
を
起
こ
し
た
ら
し
い
引
例
本
文
は
何
に
拠
一
を
の
か
、
、
朴
、

　
明
。

・
杉
森
久
英
亨
順
筆
文
斥
中
勘
助
　
万
．
・
。
．
妬
現
代
文
学
総
説
一
学
燈
杜
一

、
…
…
ポ
ピ
ザ
、
．
中
～
翫
ピ
「
犬
－
．
む
釘
ポ
牢
象
プ
午
．
昏
ポ
蛋
．
一
．
ヅ
．
一
．
骨
一
外
…

ｕ

　
３
　
斉
藤
昌
三
　
『
犬
』
の
性
欲
描
写
　
　
　
　
　
　
昭
２
８
・
２
・
１
５
生
活
文
化
　
　
　
　
　
　
１

、
＝
，
．
、
針
ポ
ペ
．
み
乳
か
む
虹
を
琴
ポ
反
力
で
犬
に
た
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
余
り
自
由
過
ぎ
て

　
　
　
　
　
も
肉
体
が
保
て
な
い
と
悟
つ
て
、
再
び
人
問
に
戻
ら
う
と
苦
悶
す
る
筋
Ｖ
と
誤
読
。
〈
性
欲
描
写
Ｖ
引
用
。
こ
れ
も

　
　
　
　
　
何
に
拠
っ
た
も
の
か
、
不
明
。

４

渡
辺
外
喜
三
郎

、
…
一
．
８
…
…
３
…
。
…

　
　
Ｐ
”
～
３
０

　
　
本
的
文
献
。

Ｌ
心
灘
縮
顎
嘉
一

昭
蝸
…
土
鋪
灘
臨
離
大
学
文

中
の
言
葉
を
丁
篭
た
ど
一
、
１
伽
釘
苧
転
一
紅
客
臥
ピ
｝
．

．
ズ
却
闘
影
牢
２

・
藤
原
久
八
一
中
勘
助
の
文
学
と
境
涯
　
　
亙
・
・
…
一
全
一
曇
店
一

　
　
、
ポ
ピ
ダ
一
、
．
か
い
・
…
馴
ピ
航
ピ
ピ
臥
∴
糾
恥
か
鮒
舳
ポ
パ
帥
創
ゼ
｝
、
＝
ジ
｝
い
岬
～
む

　
　
　
　
は
ほ
と
ん
ど
「
犬
」
の
梗
概
。

「
犬
」
を
読
む
た
め
に

五
五



「
犬
」
を
読
む
た
め
に

五
六

６

一
関
口
宗
念
雇
飽
粥
躍
離
鴇
二
嬰
・
・
…
一

聖

和

一
・

レ
ー
８
～
３
２
。

婆
羅
門
・
娘
か
ら
本
能
的
な
運
命
に
流
さ
れ
た
人
問
の
醜
と
美
を
読
み
と
り
、

『
提
婆
達
多
』

と
表
題

二
作
と
を
三
部
作
と
称
す
。

７

丁
室
静
一
中
勘
助
の
世
界

万
　
…
工

法

政

Ｔ

叫
４
１
，
４
３
。

人
問
性
の
醜
悪
を
っ
き
っ
め
た
作
と
評
。

〈
義
姉
と
の
関
係
Ｖ
云
々
は
要
再
考
。

山
室
は

『
日
本
詩
人

全
集
』
十
八
付
録
〔
新
潮
杜
、
昭
４
３
・
６
・
２
０
〕

「
中
勘
助
、
八
木
重
吉
、

田
中
冬
二
」

で
も

「
犬
」
が
く
人
間
性

の
深
淵
を
え
ぐ
り
出
し
た
Ｖ
作
と
；
目
評
。

８

一
安
倍
能
成
一
中
勘
助
の
死

一
鴉
　
…
土

し
’

丁
八
・

叫
７
４
に
色
魔
的
要
素
に
対
す
る
中
の
闘
争
を
伝
え
、

｝
７
５
で
「
犬
」

の
描
写
に
ふ
れ
る
。

９

一
渡
辺
外
喜
三
郎
…
「
鳩
汐
け
々
ぷ
箏
∴
一
昭
・
・
・
・
…
一
鹿
児
島
大
学
文
科
警

一
・

叫
３
，
１
１
。

「
犬
」
が
人
問
の
醜
悪
無
残
を
描
い
た
こ
と
を
示
す
。

以
８
～
１
０
。
大
１
０
・
ｕ
・
６
付
絵
ハ
ガ
キ
、

大
ｕ
・
３
・
３
？
付
封
書
に

「
犬
」

執
筆
記
事
あ
り
。

渡
辺
の
続
稿

〔
昭
５
５
・
９
・
３
０
同
紀
要
１
６
〕

以
ｍ
の
昭
２
７
・
１
・
１
８
付
封
書
に
は

「
犬
」
文
庫
本
化
に
つ
い
て
の
記
事
あ
り
。

１
１

一
浜
田
伸
子

一
中
勘
助
「
イ
ソ
ド
三
部
作
一
望
二
要
・
・
…
一

冬

扇

■

一
・

叫
４
７
～
５
１
。

三
部
作
展
開
中
「
犬
」
が
男
女
の
性
欲
と
愛
と
の
か
か
わ
り
を
扱
っ
た
と
位
置
付
げ
る
。

　
『
鹿
児
島
大
学
文
科
報
告
』
ｕ
・
１
３
・
１
６
各
号
抜
刷
は
渡
辺
外
喜
三
郎
氏
の
、

『
冬
扇
』
３
号
複
写
は
中
島
尚
氏
の
御
好
意
に
よ
っ
て
参
看
す
る
を
得
た
。
ま

た
天
理
図
書
館
の
蔵
書
を
利
用
さ
せ
て
い
た
£
い
た
。

表
す
る
。

記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
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